
         

様々なしがらみから解き離れた観点から、独立のシンクタンクとして、大胆に社会に提言を行い、SDGs の達成と持続可能な

開発の構築に向け活動を行います。季刊第 3 号未来構想レター（２０２３新年号）をお届けいたします。 
 

    新年のご挨拶 
 

新年あけましておめでとうございます。 
2021 年 12 月に発足した一般社団未来構想会議は 2022 年 8 月 1 日よ

り事務局が発足し、官公庁から講師をお招きし数多くの勉強会を開催するなど

活動を始めております。 

私たちは、現代社会においてそのようなことが生じるとは予測もできなかっ

たロシアによるウクライナ侵攻など、明らかに世界史に残るような急激な変化

にさらされています。 

世界人口は 80 億を超える中で日本をはじめとする先進国は少子化・人口

減少に直面するなど、人類史的にも大きな変革の中にいることを実感します。

未来構想会議は独立シンクタンクとして、様々なしがらみにとらわれない、素

直な議論を行い、日本のそして世界の平和と安定の構築に貢献したいと願って

おります。本年が皆様の飛躍の年となりますことを祈念しております。 

 

謹賀新年 2023 年卯年、皆様には健やかな良い新年をお迎えのことお

慶び申し上げます。 

コロナ・ウクライナ・気候変動と大きく揺れ動く難しい国際情勢の中で、生活様式や社会の在り方、そして

食糧・エネルギーのセキュリティの脆弱性を改めて突きつけられても、未だに有効な解決策を示すことが出来

ません。このような時代の大変革期を予測したかのように、一般社団法人未来構想会議は一昨年設立し昨年 8

月 1 日から本格的に活動を開始しました。本年は各理事・監事・会員の叡智と知見を結集して国内外に山積

する課題解決に向けての一助になるべく大胆な発信と政策提言を行い、国民の生命と国の平和と安心を創って

いきたいと思います。特に昨年暮れには、戦後一貫して堅持されてきた防衛政策が、「防衛費対 GDP1%から

2%へ」「敵地攻撃能力保持」さらに福島原発事故以降の「原発運転期間延長」「新型原子炉新設」などの大転

換が国会・国民不在の十分な議論もないまま打ち出されました。またアベノミツクスを支えた金利政策が 10

年ぶりに引き上げられ日銀総裁の後任選びを含め経済も大転換期に入りました。これらを含む諸課題に積極的

に大胆に切り込み、国民と国の未来に希望の持てる政策提言を行ってまいります。併せて皆さんからの様々な

ご要望にも速やかに対応していきます。本年も一層のご指導とご支援をいただきますようお願い申し上げ、皆

様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。 

 

新年明けましておめでとうございます 
 昨年はコロナウイルス（COVID-19）蔓延に歯止めがかからない中でのロシアによるウクライナ侵攻な

どが起こり、世界的に多くの被害が生じています。当事国であるウクライナの被害は言うまでもなく、世界

的な小麦の産出国であるウクライナが戦場となったことで、国際的な食糧需給もその脆弱さを露呈しまし

た。これらの国際的な危機は、私たちが近代において前提に置いてきた経済的な合理性がいかに不安定な基

盤の上に成り立っているものであるのかをまざまざと示しました。 

 その一方、サッカーワールドカップでは日本代表がスペインやドイツを撃破するという快挙を示し、大谷

翔平選手がベーブルース以来の記録を塗り替えるといった、若い世代の活躍に希望を見出した年でもあり

ました。一般社団法人未来構想会議は、様々なしがらみから離れ、素心深考し、素直な視点で社会的な課

題を深掘りし、日本と世界の未来のために政策提言をしていきたいと考えております。 

 本年が皆様にとって素晴らしい年となりますことを心より祈念いたしております。 

 

新年のご祝賀を申し上げます㊗️ 
一般社団法人未来構想会議 理事・監事・事務局長 
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12 月 8 日に霞が関ビル 15 階会議室において第 3 回理事会が開催されました。 

最初に増子理事長が、「未来構想会議 8 月 1 日事務所開設以来順調に歩み始めたことは各理事・

監事の皆様のご尽力のおかげである。活動を通じ設立趣旨・目的を果たすために努力していきたい

とあいさつした。」次に河村会長から、「近年これまで想定できなかった問題が起こっている。こ

の中で増子先生がリーダシップを発揮して未来構想会議でお話しできる機会を作ってくださった

こと、活動を行っていることに対し感謝したい」と挨拶があった。続いて富田副理事長から「勉強

会などを ZOOM で配信してくれるなど参加しやすい環境を構築していることに感謝が述べられ」

開会した。理事会では、報告事項として令和４年度の事業経過、「全世代型社会保障」、「習近平

政権 3 期目の中国」、「地方における公共交通機関と鉄道の展望」の勉強会を開催したことが報告

されました。さらに勉強会からカーボンニュートラル達成のために軌道を利用し新たな送電系統を

構築することで再エネ普及促進を行うなどの具体的な政策アイデアも出てきました。決議事項とし

ては設立以来の制度整備としての令和 3 年度

事業・決算報告が行われた。監事による監査報告を踏まえ、令和 3 年度事業・決算報告

は決議された。さらに令和 5 年度の事業計画・予算案、また来年５月～６月にかけて開

催する社員総会や理事会の日程を理事長に一任することが決議された。理事会終了後、

コロナ、ウクライナ侵攻、円安などの社会情勢の変化の中で原発・安全保障など様々な

政策が急転換している現状を理解するために山田孝男・毎日新聞特別編集委員をお招き

し「現下の情勢について」の特別講演を行った。本年最後の理事会ということもあり、

場所を霞山会館「鹿鳴」に移し、懇親会を開催し親交を深めた。 

未来構想会議では、設立目的である未来に向けた大胆な提言を行うた

めに各省庁の実務家を中心にお招きし、勉強会を開催し積極的な活動

を始めています。これまでに、10 月 25 日 第一回未来構想会議勉強

会「全世代型社会保障構築会議の議論の現状並びに方向性」、講師：

安田 正人・厚生労働省 政策統括官付政策統括室政策企画官。10 月 28 日 第 2 回未来構想会議勉強会「習近平政権 3 期目を迎えた

中国情勢」、講師：堂ノ上武夫・一般財団法人日中経済協会 専務理事、11 月 7 日 第 3 回未来構想会議勉強会「地方における公共交

通機関と鉄道の展望」、講師：石原 大・国土交通省大臣官房審議官（鉄道担当）を実施しました。 

遠藤量太・資源エネルギー庁 原子力政策課長より、ウクライナ侵攻による国際的

な LNG ひっ迫に伴うエネルギー需給のギャップが生じ、その緊急事態への対応と

して、節電要請や旧式の火力発電所の再稼働などの措置をとっている。しかし緊急

事態を克服しても中長期的に需要増加が予測され、長期的な対応として再生可能エネルギーのより一層の活用が必要となる。しかし発電し

ても送電系統整備の調整が不十分な現状にあり、その対応を行う。また太陽電池による発電も課題があり、完全に依存することの問題点も

生じてきている。このような状況を考えたとき、中長期の戦略、そしてカーボンニュートラルを達成する GX（グリーントランスフォーメ

ーション）を実現するために、現在の原発の再稼働や運転期間の延長、新しい技術に基づいた新型原子炉の建設などが決定された。また 12

月の経済産業省の審議会「原子力小委員会」では原発の運転期間上限を撤廃しろという大合唱であった、と説明した。これに続いて加島

優・同庁課長補佐が廃炉関係の現状について説明した。 

増子理事長より、審議会では大合唱であったかもしれないが、委員をどう選ぶかで意見は全く変わ

る。その意味では十分な議論がなされたとは思えない。原子力政策は廃炉問題も含め賛否はともかく

非常に重要な問題であり注意深く進めていただきたい。将来的には原発のない社会が望ましいと考え

ている、系統の拡充について鉄道の廃線や高速道路の活用などを提言していきたい、と発言した。

ZOOM で参加した大久保勉理事より資金動員、富田副理事長より電力会社との連携について提言が

なされた。塚脇正幸理事、佐藤脩一会員が ZOOM で参加した。 

阿久澤孝・財務省主税局審議官より、ウクライナ侵攻などの国際環境の変化から防

衛予算の倍増が示された「令和 5 年度税制改正大綱」について説明を受けた。阿久

澤審議官より、NISA の恒久化と拡充、スタ

ートアップ推進税制、国際課税の適正化、さらにいわゆる一億円の壁といわれる超富裕層に対する

課税の適正化、インボイス制度の導入の現状について、公正性の確保を前提とした改正がなされて

いるとその概要が説明され、さらに防衛費増額に関して復興予算にしわ寄せがくるようなことがな

いように配慮していると説明があった。まず ZOOM で参加した富田副理事長から令和 5 年 10 月に

導入されるインボイス制度に中小企業が懸念を持っている。対応できるように準備されているの

か、と質問があった、蒲生理事を交えた質疑応答が行われ、増子理事長より防衛費増額の原資としての税金と復興税を関連させることが間

違っていて、防衛費の増額が必要であるならばその

内容をきちんと国民に示し、納得を得たうえでその

ための税を新設するのが筋ではなかったか？との問

いに、復興に支障・影響のないようにしっかりと対

応していくと繰り返し言明した。 

12月 16日未来構想会議第 4回勉強会 

「原子力政策の転換と今後の課題」 

未来構想会議・勉強会 

第 3回理事会 

12月 23日未来構想会議第 5回勉強会 

「税制改正大綱と今後の日本の財政」 

未来構想会議ホットライン 
（一社）未来構想会議に対するご意見・ご要望をお寄せください 
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